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阿仁川河川災害復旧助成事業�安全祈願式／市長日誌

　
チ
ェ
ン
ソ
ー（
回
転
の
こ
ぎ
り
）を
使
っ

た
彫
刻「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
」作
品
の

制
作
活
動
を
行
っ
て
い
る
北
秋
田
チ
ェ
ン

ソ
ー
ク
ラ
ブ（
福
森
卓
会
長
）か
ら
北
秋
田

市
へ
の
作
品
の
贈
呈
式
が
11
月
12
日
、
市

役
所
玄
関
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
は
、
木
を
切
る
道

具
・
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
い
動
物
な
ど
の
彫

刻
作
品
を
作
り
ま
す
。
エ
ン
ジ
ン
音
を
響

か
せ
な
が
ら
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
操
り
、
短
時

間
で
作
品
を
仕
上
げ
る
過
程
は
、
ス
ポ
ー

ツ
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
要
素
を
兼
ね
備

え
、
ま
た
、
建
築
材
に
は
不
向
き
な
杉
の

伐
根
部
分
な
ど
を
素
材
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
か
ら
、
森
林
保
全
に
も
役
立
ち
、
地

球
に
優
し
い
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
と
し
て

年
々
愛
好
者
が
増
え
て
い
ま
す
。 

　
贈
呈
式
で
は
、
福
森
会
長
が
佐
藤
修
助

副
市
長
に
作
品
の
目
録
を
手
わ
た
し
た
後
、

２
体
の
作
品
を
除
幕
、
集
ま
っ
た
市
民
ら

に
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。 

　
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
高
頭

義
幸
さ
ん
と
成
田
耕
造
さ
ん
、
ま
た
10
月

25
日
・
26
日
に
開
催
さ
れ
た
北
秋
田
市
産

業
祭
で
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
西

間
健
さ
ん（
岩
手
県
岩
泉
町
）が
制
作
し
た

10
作
品
。
こ
の
う
ち
高
頭
さ
ん
は
「
鷹
の

親
子
」、
成
田
さ
ん
は「
フ
ク
ロ
ウ
の
親
子
」、

西
間
さ
ん
は「
鯉
の
滝
登
り
」な
ど
８
体
を

制
作
、
い
ず
れ
も
高
さ
が
１
４
０
㎝
か
ら

１
８
０
㎝
ほ
ど
と
大
き
く
、
見
ご
た
え
の

あ
る
作
品
ば
か
り
で
す
。 

　
福
森
さ
ん
は
、
「
市
の
施
設
な
ど
で
活

用
し
、
市
民
に
喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば
う
れ

し
い
。
ま
た
、
地
域
の
林
業
や
北
秋
田
市

の
Ｐ
Ｒ
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
」
、
と
話

し
て
い
ま
し
た
。 

　
作
品
は
、
贈
呈
式
の
あ
と
、
市
役
所
ほ

か
合
川
・
森
吉
・
阿
仁
支
所
お
よ
び
米
内

沢
病
院
に
各
２
体
が
運
搬
さ
れ
、
玄
関
ホ

ー
ル
等
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
各
施
設
に

お
出
で
の
際
は
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー

ト
作
品
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▲１０作品を寄贈した北秋田チェンソーアー

トクラブの福森卓会長（左） 

内陸線フォーラム／秋田杉のチェンソーアート作品を寄贈

　
昨
年
９
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
、
甚

大
な
被
害
が
あ
っ
た
阿
仁
川
の
復
旧
改
良

を
行
う
、
阿
仁
川
河
川
災
害
復
旧
助
成
事

業
の
安
全
祈
願
式
が
11
月
17
日
に
増
沢
地

区
阿
仁
川
付
近
で
行
わ
れ
、
国
、
県
、
市

等
関
係
者
約
40
人
が
参
加
し
、
災
害
の
再

発
防
止
と
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

　
災
害
復
旧
助
成
事
業
は
、
河
川
ま
た
は

護
岸
の
被
害
が
激
甚
で
あ
り
、
災
害
復
旧

工
事
の
み
で
は
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き

な
い
場
合
に
、
災
害
復
旧
事
業
費
に
改
良

復
旧
事
業
費
を
加
え
て
一
定
の
計
画
に
よ

り
施
行
す
る
改
良
工
事
で
す
。 

　
阿
仁
川
河
川
災
害
復
旧
助
成
事
業
で
は
、

全
体
事
業
費
が
１
０
６
億
円
、
平
成
19
年

度
か
ら
23
年
度
ま
で
の
事
業
期
間
で
行
わ

れ
ま
す
。
増
沢
地
区
か
ら
五
味
堀
地
区
ま

で
の
延
長
28
㎞
に
わ
た
り
、
５
地
区
に
分

か
れ
て
、
堤
防
を
築
い
た
り
、
川
幅
を
広

げ
る
な
ど
の
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
日
、
増
沢
地
区
高
長
橋
下
流
付
近

で
行
わ
れ
た
安
全
祈
願
式
で
は
神
事
の
あ

と
、
藤
田
了
次
北
秋
田
地
域
振
興
局
長
、

岸
部
市
長
ら
代
表
６
人
が
く
わ
入
れ
を
行

い
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
式
典
が

行
わ
れ
、
藤
田
振
興
局
長
は
「
平
成
19
年

度
、
20
年
度
の
事
業
費
は
全
体
の
75
％
と

な
っ
て
お
り
、
短
期
間
に
集
中
的
に
投
資

し
、
事
業
効
果
の
早
期
発
現
を
図
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
工
事
を
安
全
に
進
め
て
早

期
完
成
を
目
指
し
て
ゆ
き
た
い
」と
式
辞
。 

　
ま
た
、
岸
部
市
長
は
「
再
び
災
害
が
起

ら
な
い
よ
う
に
、
事
業
採
択
し
て
い
た
だ

い
た
。
短
期
間
で
集
中
的
に
事
業
を
進
め

て
下
さ
る
と
の
こ
と
で
、
地
元
と
し
て
は

大
変
あ
り
が
た
い
。
地
域
住
民
に
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
」
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、事
業
報
告
が
行
わ
れ
、内
容
の

詳
細
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
、
事
業
の

安
全
を
祈
願
し
、安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

▲力強くくわ入れを行い、工事の安全を祈願

した阿仁川河川災害復旧助成事業安全祈願式 

◇
11
月
１
日
〜
15
日 

市
長
日
誌 

１
日（
土
）▽
第
３
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
に
出
席（
市
文
化
会
館
） 

２
日（
日
）▽
北
秋
田
市
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

出
席（
駅
前
商
店
街
） 

４
日（
火
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
議
会
臨
時
会
に
出
席（
公
立
米
内

沢
病
院
） 

５
日（
水
）▽
平
成
20
年
北
秋
田
市
議
会
第
３
回
臨
時
会
に
出
席（
市
議
事
堂
）▽
北

秋
田
市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
に
出
席（
市
役
所
大
会
議
室
）▽
市
立
阿
仁

病
院
運
営
協
議
会
に
出
席（
阿
仁
病
院
） 

６
日（
木
）▽
県
道
矢
坂
糠
沢
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
に
出
席（
ゆ
と
り
あ
藤
里
）

▽
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校
新
校
舎
落
成
式
に
出
席（
同
校
） 

７
日（
金
）▽
12
月
補
正
予
算
案
の
査
定
を
実
施（
市
役
所
） 

８
日（
土
）▽
北
秋
田
市
文
化
祭
開
会
行
事
・
表
彰
式
に
出
席（
文
化
会
館
） 

９
日（
日
）▽
第
15
回
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
女
性
部
大
会
に
出
席（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

10
日
（
月
）
▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
用
務
で
県
庁
を
訪
問

（
県
庁
）▽
勤
続
30
年
の
市
職
員
に
対
し
県
市
長
会
表
彰
を
伝
達（
応
接
室
） 

11
日（
火
）▽
11
月
定
例
記
者
会
見
を
実
施（
大
会
議
室
）▽
阿
仁
ス
キ
ー
場
の
冬
季

ゴ
ン
ド
ラ
運
行
に
か
か
る
支
援
要
請
で
県
産
業
経
済
労
働
部
長
へ
要
望
書

を
提
出（
県
庁
）▽
秋
田
県
知
事
と
秋
田
県
市
町
村
長
と
の
行
政
懇
談
会
に

出
席 

12
日（
水
）▽
新
病
院
用
務
で
弘
前
大
学
附
属
病
院
を
訪
問（
弘
前
市
） 

13
日（
木
）▽
北
秋
田
市
議
会
決
算
特
別
委
員
会
総
括
質

疑
に
出
席（
第
１
会
議
室
）▽
下
水
道
事
業
運
営

審
議
委
員
会
で
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
し
諮
問

（
分
庁
舎
会
議
室
） 

14
日（
金
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式
会

社
取
締
役
会
に
出
席（
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
）

▽
綴
子
地
区
行
政
懇
談
会
に
出
席
（
綴
子
集
落

基
幹
セ
ン
タ
ー
） 

▲11月定例記者会見で（11/11） 
た
か
と
う 

　
内
陸
線
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、11
月
23
日
、
阿

仁
打
当
温
泉
﹁
マ
タ
ギ
の
湯
﹂
で
開
催
さ
れ
、

市
内
外
か
ら
約
１
２
０
人
が
参
加
し
て
、

読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
の
橋
本
五
郎
さ

ん
︵
三
種
町
出
身
︶
を
は
じ
め
パ
ネ
ラ
ー
か

ら
の
提
言
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
内
陸
線
存

続
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

�

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
秋
田
内
陸
線
地

域
活
性
化
推
進
委
員
会
︵
会
長
　
岸
部
陞

市
長
︶
の
主
催
で
す
が
、
去
る
９
月
５
日
に

西
木
正
明
さ
ん
や
浅
利
香
津
代
さ
ん
ら
の

呼
び
か
け
で
開
催
さ
れ
た
﹁
な
ん
と
か
し

ね
ば
ね
！
秋
田
内
陸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂
の

第
２
弾
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
日
本
テ
レ
ビ
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
の
山
王
丸
和
恵
さ
ん
︵
秋
田
市

出
身
︶
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
５
人
の
パ
ネ

ラ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
実
績
を
紹
介
し
な
が

ら
内
陸
線
存
続
に
向
け
た
取
り
組
み
を
提

言
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
橋
本
さ
ん
は
、﹁
地
元
の
危
機
感

を
県
全
体
の
課
題
と
し
て
考
え
る
大
事
な

機
会
。
全
国
か
ら
叡
智
、
ア
イ
デ
ア
を
集
め

て
内
陸
線
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂

な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。�

　
パ
ネ
ラ
ー
の
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
存

続
を
考
え
る
会
の
佐
藤
信
夫
会
長
は
﹁
自

治
会
な
ど
に
回
数
券
の
購
入
を
協
力
し
て

も
ら
っ
て
い
る
が
、
高
齢
化
と
人
口
減
少

で
地
元
の
利
用
に
も
限
界
が
あ
り
、
ほ
か

か
ら
の
誘
客
も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂

と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
田
内
陸
線
エ
リ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
森
光
信
会
長
は﹁
な

い
り
っ
く
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
を

つ
く
り
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
い
る
。
列
車
に

手
を
振
る
こ
ど
も
の
姿
を
見
て
感
動
し
た
﹂

な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
橋
本
さ
ん
が
﹁
思
い
の
た
け
を

語
り
合
っ
て
、
明
る
い
展
望
が
開
け
た
感

じ
が
し
た
。
内
陸
線
を
守
る
取
り
組
み
を

さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
﹂
と

今
後
の
抱
負
を
述
べ
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
閉

じ
ま
し
た
。

▲橋本さんと山王丸さんが参加し、内陸線存続

への思いを新たにした内陸線フォーラム 

 

：


